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第1章の ｢原始時代と先史時代｣,第2章の ｢ゲルマン人とローマ人｣が必要となる｡ とりわ

















































































































































































































人 文 学 報
た共同体 lebendigeGemeinschaftenが組織化からではなく,内的な連帯からもたらしたほ
んらいの活力にみちた統一が消滅する徴候をもそこに見るのである12)｡
この論稿の作成には,民族固有の自然な基盤が変化 ･解体しつつあるという現状にたいする危
機認識がつよく作用している点を見逃すことはできない｡このような歴史観はなにもボーズル
ひとりのものではない｡むしろ,問題を深刻にしているのは,こうしたアナクロニスティック
な理解が表明されたとしても,それに正面切って批判を浴びせるものがあらわれないという旧
西ドイツ中世史学界の体質そのものなのでる｡ いっぼう,戦前の民族至上主義的な風潮にたい
する反省から,民族とは空想的なイメージ,すなわち幻想の産物にすぎないと主張する者もい
る｡ こういった声が,良心から発せられていることは疑いをいれない｡しかし,はたして,問
題の解決にはそれでじゅうぶんだといえるのであろうか｡たとえ民族が幻想の産物にすぎない
としても,それは観念のレヴェルにとどまっているものではなく,表現されたり描写されたり
して,かたちとなって残るものである｡ たとえば,タキトゥスの 『ゲルマ一二ア』のように｡
残ったかたちは発見され解釈を施されて,またあらたなかたちを生む｡そして,これが反復を
繰りかえすうちに,強固な伝統が形成される｡ ゲルマン-イデオロギーやアルミニウス信仰が
これにあたるといえよう｡ そのさい,必要とあらば圏外にあるものが纂奪されることもあり,
逆に,ほんらいそこにあったものが捨象されるばあいもある｡ 前者の例としては北欧の文化遺
産が,また,後者の例としては中世の分離主義的な傾向のつよい出自神話が挙げられよう｡ こ
うして,われわれは,意識するかしないかにかかわらず,また好むと好まざるにかかわらず,
かたちとなってあらわれた無数の種族意識のなかで暮らしているのであり,それこそがほんら
い問題とされなければならないのである｡ ここで振りかえった出自神話のたどった数奇な運命
が,なによりもそのことを教えてくれているのではなかろうか｡
1) 戦後の歴史教育についても,ギゼラ･タイストラー女史の御教示を受けることができた｡また,
ドイツの歴史教科書を取りまく問題にかんしては,藤沢法咲 『ドイツ人の歴史意識 教科書にみる
戦争責任論』(亜紀書房,1986年)をも参照した｡
2) H.Ebelingu.W.Birkenfeld,DieReiSeindieVergangenheitBd.1,なお,この教材には邦訳も
ある｡(成瀬治,古山正人訳)『世界の歴史教科書シリーズ12』帝国書院,1982年｡ここでは,この
邦訳に依拠した｡
3) K.Bosl,DieGermanischeKontinuit畠tim deutschenMittelalter(AdeトK6nig-Kirche),(P.
Wilpert,hrsg.V.,)MiscellaneaMediaevaliaBd.1,AntikeundOrientimMitte血Iter,Berlin1962.
ここでは,K.Bosl,FrhhformenderGesellschaftimmittelalterlichenEuropa,Mtinchen1962.
に再録されたものに依拠した｡
4) Ebenda,S.80-82.
5) E.Hobsbawm,Introduction:InventingTraditions,(E.HobsbawmandT.Ranger,ed.,)TheIn-
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出自神話でみるドイツ史 (佐々木)
ventionofTraditz'on,Cambridge1983.なお,この論集には邦訳もある｡(前川啓治他訳)『創ら
れた伝統』紀伊国屋書店,1992年｡訳出にあたっては,前川氏の訳文を参照させていただいた｡
6) Zbidリp.1.;前掲書,9ページ｡
7) Ibid.,p.2.;前掲書,10ページ｡
8) Ibid.,p.12.;前掲書,24ページ.
9) Zbid.,p.13.;前掲書,25ページ｡
10) Ibid.,p.13.;前掲書,25ページ｡
ll) K.Bosl,a.a.0.,S.84.
12) Ebenda,84f.
〔追記〕 本稿は,平成二年度文部省科学研究費補助金奨励研究 (A)による研究成果の一部である｡
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